
  

音楽に触れる機会を通して                              

１１月１４日木曜日、３年１組と２組が、長崎市小学校音楽会に出場しました。２組はプログラム

４番で「合奏 SKA ME CRAGY」を、１組はプログラム１４番で「合奏 ウィーアー！」を発表しまし

た。 

会場のブリックホール大ホールに入った子どもたちからは、「思っていたよりけっこう広い。」、

「お客さんどれくらい座れるの。」などの思いがけず広くて立派な会場にやや飲まれるような声が

聞こえていました。しかし、本番での出来栄えは、１組２組とも励ます会で披露した演奏を、しっか

りと発表していました。しかも集中度はより高まっていて、２学期始まりから練習を重ねてきた集大

成が演奏に表れていて、感動すら覚えました。 

客席に戻ってくる子どもたちを見ていたのですが、やり遂げた達成感や終わった解放感がすが

すがしい表情に表れていました。音楽をとおして一つ成長すると同時に、音楽の楽しさを実感す

る経験となったと思います。 

小音会の画像を見ていない方はこちら ⇒ https://x.gd/SEjf7 

１１月２２日金曜日は、「いっちゃん楽しいコンサート」を開催しました。各種メディアでお馴染み

のいっちゃんこと市原隆靖さんに、プロのライブ演奏を聴かせていただきました。また、音楽は私

たちにとってどんなものであるかも、随所に笑いを入れつつお話してくださいました。正にあっとい

う間の６０分でした。きっとこの時間も、音楽の美しさや心地よさ、そして楽しさを存分に感じたこと

でしょう。 

コンサートの画像を見ていない方はこちら ⇒ https://x.gd/TTAA      https://x.gd/1h4aI 

私は、楽器の演奏はできませんし、歌唱は上手かと言ったらけっして「はい。」とは言えません。

しかし、子どもたちとの音楽の授業は好きでした。音楽の専科を一度経験もしました。周りが気に

なって大きな声で歌えない子や、演奏にしり込みする子は当然います。どちらかと言うと、こちらの

タイプの方が多いくらいです。 

その中でどのように言葉を掛けて、音の心地よさを味わわせるかを考えて授業に臨みました。

それがうまくいったときは、「歌の力によって、子どもたちの生き生きとした表情を見られて、心を

解放できた」という喜びを感じました。音楽の力は本当に偉大です。 
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